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１ プロジェクトの目的・概要  
「いじめ防止対策推進法」（平成 25 年 9 月施行）においていじめの防止及び早期発

見のための方策、児童生徒又は保護者に対する指導や支援等、いじめの防止等のため
に必要な事項や対策についての調査研究及び検証を行うことが求められていることか
ら、県教育委員会と佐賀大学が連携をし、いじめの防止等に向けた調査研究等行うこ
ととした。 

今年度は、いじめの防止等に係る教員の指導力向上を図ることを目的とした教員研
修プログラムの開発と教員研修の実施を中心に取り組む。 
  

２ 26年度の実施実績  

（１）教員研修プログラム開発 

  平成２６年度は、いじめの防止に係る考え方及び対応の在り方を学校現場に周知し、学校

のいじめ防止の取組につながるような教員研修プログラムの検討を行い、研修会実施を通し

て効果的な教員研修のあり方を検討した。 

  研修については、県内の全公立学校に対し、「いじめ防止対策推進法」や「いじめ防止基本

方針」、「佐賀県いじめ防止基本方針」の趣旨や内容の理解を図るとともに、いじめの未然防

止及び早期発見、迅速かつ適切な対応の在り方について教員が理解を深め、児童生徒が安全

で安心して学ぶことができる学校づくりの推進に資することを趣旨として行うようにした。 

  研修の目的としては、つぎの３点とした。 

①「いじめ防止対策推進法」、「いじめ防止基本方針」、「佐賀県いじめ防止基本方針」のめ

ざすところについて理解を深める。 

②学校におけるいじめの防止・早期発見・対応の在り方について認識を深める。 

③いじめの現状等について知り、様々な観点からのいじめの防止及び適切な対応について

理解を深め、対応力の向上を図る。 

研修の実施にあたって、対象者を県立学校（高等学校・特別支援学校・中学校）、市町立小

学校・中学校の生徒指導主事または学年主任等教諭各学校１名とし、研修会参加後、各学校

で伝達研修を実施し、いじめの防止に係る考え方及び対応の在り方を学校内で共有するよう

にした。 

  研修の内容については、いじめの防止等に係る行政説明と、松下教授作成の模擬事例に係

る課題について参加者が６人程度のグループで課題解決の方策を協議する事例研究を行うよ

うに計画した。 

    内 容 

６月～１０月 教員研修プログラムの検討、教員研修企画の作成 

１１月 教員研修実施 

１２月～ １月  研修・連携事業の総括、次年度計画策定 
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３ 今後の予定等  

 ○教員対象の研修会については、平成２７年度も継続して実施する予定である。 

  事例研究については、評価も高く実践的な研修になっており、継続して実施したい。 

  また、各学校の取組を共有するようなものを行うなど、引き続き研修プログラムについて

研究していく。 

 ○県内公立学校で発生したいじめの事案について分析し、平時の児童・生徒の指導の在り方

やいじめの未然防止や早期発見、早期対応を図るためのポイントを探る。 

 

 

 

 


